
知床ヒグマエサやり禁止キャンペーン部会 ロゴデザイン検討 

 
ロゴデザイン検討過程 
平成 24 年 11 月 27 日 第 1 回企画部会 

・ヒグマへのエサやりをなくすアイデアとして共通ステッカーの活用のアイデアが出さ

れた。 
・エサやり禁止のためのメッセージとして次の“ことば”がアイデアとして出された。 
 「エサをあげてはいけない」（直接的なメッセージ） 
 「エサをやらないでください」（来訪者へのお願い）  
「ゴミがクマを殺す」、「人にクマは殺される」（インパクトのあるメッセージ） 
「私はクマを殺したくない」、「セーブ～」（地域としてヒグマを守りたいメッセージ） 
「エサはもらいません」（ヒグマ側からのメッセージ） 
「クマにエサをやらないでありがとうございました」（肯定のメッセージ） 
「クマにエサをやったらだめだべさ～（べや～）」（地域性を感じるメッセージ） 
・“ことば”を選ぶ際の視点についての意見が出された。 
すぐ見てわかるメッセージ」 
 インパクトのあるストレートなメッセージ 
 前向きな絵と厳しいメッセージ 
 ポジティブなシーンが想像できるメッセージ 
 場所・時間に応じた使い分け 
（ロゴだけの場合、ポスターの場合、しっかり読む時間のある場合） 

 
平成 25 年 11 月 11 日 ステッカーデザイン検討ミーティング 

・知床斜里町観光協会、知床ガイド協議会、知床財団、ウトロ自然保護官事務所より提

出されたアイデアを元に、ロゴデザイン、“ことば”の検討が行われた。（アイデアは

次ページ以降の資料参照） 
・ロゴデザインについては、次の方向性が確認された 
「禁止行為がわかるシンプルなデザイン」→「シルエットデザイン」「斜線」 
「まずはヒグマだけでデザインし、その後キツネなどへの派生を検討」 
・マグネットステッカー等で活用するロゴで使う“ことば”はシンプルな物とすること

とし、案として次の言葉が出された。 
 「エサやるな」 
 「エサだめ」、「エサやるとダメ」 
 「エサやらないで」、「エサあげないで」 
 「ストップエサやり」 
 
以上の議論を踏まえ資料２のロゴ案を制作した。 

参考資料 3 

- 1 -



知床ヒグマエサやり禁止キャンペーン部会 ステッカーデザイン検討ミーティング 
知床斜里町観光協会、知床ガイド協議会、ウトロ自然保護官事務所からのロゴアイデア 

 
・私は餌をやりません（宣言型） 

   
・餌はもらいません、いりません（ヒグマに語らせる型） 

  
・STOPエサやり（シンプル型） 
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知床ヒグマエサやり禁止キャンペーン部会 ステッカーデザイン検討ミーティング 

知床財団提供資料 
 

1. エサやりステッカーの必要な要件 
1） 見てすぐテーマがわかる。（外国人にも） 
2） メッセージと図案がセットとなるデザイン 
3） 拡大・縮小しても利用しやすい。 
4） カラー・モノクロの両方で利用しやすい。 
5） ステッカー、看板、印刷物、グッズ等、多様な用途に利用できる。 
6） 今後、シリーズのような形で展開できればなお良い。 

 
2. 海外における事例 

1) 禁止主張系 
 

 
 
 
 
 
      例 1              例 2 
 

2）ストーリー系 
 
 
 
 
 
 

例 3              例 4 
 

3）イラスト系 
 
 
 
 
 
 
 

例 6 例 5 
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3. 佐藤案（資料 1） 
① デザイン、綺麗さを重視。ほしいと思えるようなプラスのデザインを目指した。 
② 図案でエサやり禁止を訴える。 
③ エサやり、ゴミ捨てはヒグマにとって毒であり、それらの行為をする人は死神である。 
④ エサやり禁止をシンプルに伝える。 
⑤ ヒグマの本来の生活環境と、エサやり・ゴミ捨てなどの悪い環境を表現。 
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知床ヒグマエサやり禁止キャンペーン部会 ステッカーデザイン検討ミーティング 
知床ガイド協議会 提供資料 

 

- 5 -



 
 

 

- 6 -


